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●人口2万4千人の小さな市 

●気仙地域の歴史的中心地 

●農林漁業を中心に自然と 

 共生した暮らし 

●気仙大工の里 

●気候が温暖で、風光明媚 



陸前高田の被災状況 



 

ないから作ろう！ 
何もなくなった 

 



被災地の市民と最初に話したこと 



被災地の市民と最初に話したこと 
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今泉地区 

長部地区 

●気仙の中心地 

●８つの町 

●過疎化 

●低所得 

●自然との共生  要谷 

三地区三様の復興への取り組み 

  



要谷地区における復興への取り組み 

•国道沿いの小規模集落 

•かつては漁業で栄えたまち 

•現在は住民のサラリーマン化が進行 

•震災時には国道も浸水し、孤立状態に 

被災世帯は約１／３ 



要谷公民館での避難生活 

•住民が集落内に留まって避難生活 

•公民館を拠点に、集落全体の生活支援 

•隣接する福伏地区の避難者も受け入れ 



集落内の民地に仮設住宅を建設 

•被災者の多くは地区内に留まって生活 

•住宅再建について頻繁な意見交換 

•多くの住民は、高台への移転を希望 

•それをどう実現するかが問題 



集団移転勉強会の開催 





集団移転希望者の把握・市への要望 



平成24年8月 大臣同意 



●景観 

●低地利用 

●産業創出 

●地域コミュニティ 

並行して、地域活性化の取り組み 

集落全体の活性化に向けて 



住宅再建への取り組み 



平成25年5月 造成開始 

•この地区の主な課題は住宅再建だった 

•これからの課題として・・・ 

安く、良質の住まいを再建するには？ 

地域活性化のためにどんな取り組みをするか？ 



そして今：会社設立 



気仙町 

竹駒町 

高田町 

米崎町 

広田地区 

小友町 

陸前高田市 

（8町が合併） 

広田町 

矢作町 

横田町 

●気仙の中心地 

●８つの町 

●過疎化 

●低所得 

●自然との共生  

三地区三様の復興への取り組み 

  



広田地区における復興への取り組み 

•１５の漁村集落の集合体 

•住民のほとんどが、漁業と関係する暮らし 

•震災時には完全に孤立 

•地区全体では、被災世帯は約１／３ 

集落別には、0～74％ 



広田地区の被災状況 



住民は地区内に留まって被災生活 

•住民のほぼ全員が地区内に留まって避難生活 

•応急仮設住宅も地区内に３箇所 

•被災後の人口流出は非常に少ない 



地区全体の復興イメージの検討 

•避難所生活の頃から復興について議論 

•個々の住宅再建とともに、地区全体の課題を検討 

•住民間で復興イメージを協議・共有 

•それをどう実現するかが問題 



復興イメージの可視化 



《要望内容》 

①高台移転 

②県道等アクセス道の整備促進 

③漁港の整備 

④避難路の確保 

⑤公共施設の高台への集約化 

回答がないまま復興計画策定 

手続きに関する不満を抱えつつも 

専門家の公式派遣を要望 

市への要望書の提出 



《復興計画》 



1月：広田地区への派遣決定 

2～3月：派遣業務 

2月4日：事前打ち合わせ 

2月15日：第１回／協議会と企画協議 

2月26日：第２回／ワークショップ 

2月27日：市役所関係課ヒアリング 

2月28日：第３回／ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ成果発表・ｱﾝｹｰﾄ 

3月5日：副市長へ中間報告 

    （広田地区復興マスタープランまとめ） 

3月9日：第４回／市長へﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝを説明・提案 

活動の流れ（平成２４年） 



住民自らが、広田地区の将来構想
と実現に向けた道筋をまとめる。 

 

行政と住民との協働作業のための
たたき台として、市へ提案する。 

ワークショップの主旨 



平成24年2月26日 午後2時～ 

大陽公民館 

参加住民：５３名 
 

６つのテーマで復興課題を検討 

 
 ●防災 

 ●住まい 

 ●福祉 

 ●生業 

 ●新産業 

 ●フリートーク 

《テーマ》 

ワークショップの実施 



平成24年2月28日 午後7時～ 

広田小学校体育館 

参加住民：約150名 

 

 

  

 ●ワークショップの成果発表 

 ●参加者にアンケートで 

   意見募集 

講演会「木造・戸建てによる住まいの 

再建（講師：三井所清典氏）」にて 

ワークショップの成果発表 



《基本的な考え方》 

①住民主体の取り組み 

行政と協力しながら、自分たちの仕事

として取り組む 

②地域の将来発展につながる 

 復興を目指す 

人口減少や高齢化の進展を背景に、

将来の発展に向けた整備と取り組み 

③復興後の継続的な取り組み 

復興後も継続して、地域発展に向けた

各種の取り組みを推進 

広田地区復興マスタープラン 



住民イメージの復興の進め方  

1 1  

Ⅲ 取り組みの進め方                    

地域住民が、 今後も広田地区に留まり地域の復興に取り組んでいく ために、

復興まちづく りは、 まず「 生業の場の確保」 と 「 安全な暮らしの環境整備」 か

ら取り組んでいく 必要があります。 そこで、 広田地区の復興まちづく りは以下

の段階的な取り組みにより進めていきます。  

また、 復興まちづく り の段階的な流れと並行して、 住民主体により 「 新たな

産業と地域活性化に向けた地域の取り組み」 を進め、 今回の復興を機にした、

将来の大きな地域発展を目指します。  

 

《復旧段階》 

 

 

《復興初期》 

 

 

 

 

 

《復興中期》 

 

 

 

 

《復興後期》 

 

 

 

 

保育所の高台移転 

漁港・船、農地の復旧 

住宅地／公営住宅 

避難路・避難地の整備 

骨格道路の整備 

低地利用・防潮堤 

公共施設の 

集約整備 

新たな産業と地域活性化に向けた地域の取り組み 



個別の取り組みの推進 

作業場の建設 

宅地造成 

住宅再建勉強会 

低地の暫定利用 



平成25年3月9日 午後1時～ 

大陽公民館 

参加住民：約３０名 
 

復興の進捗状況と課題を検討 

進捗状況の確認 



新たな課題の発見 

•当初、意図した手順通りには進まなかった 

•この間に決まったのは住宅地の位置と防潮堤の高さ 

•いま、早急に考えなければならないこと・・・ 

被災した公共施設をどこに、どのように整備するか？ 

安く、良質の住まいを再建するには？ 

浸水した低地をどのように利用するか？ 

どのような手順で復興事業を進めるか？ 



 集落をあげた 

「低地利用の検討」と「風力発電」 
                     への取り組み 

そして今：地域再生への新たな展開 

●非被災住民も含めた取り組み 

●行政（市・県・国）とも連携 

●各種助成制度の活用 

『クリーンエネルギー導入支援事
業（県）』 
『地域コミュニティ再生計画事業
（さんりく基金）』 
『「新しい東北」先導モデル事業
（復興庁）』 



三地区三様の復興への取り組み 
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今泉地区における復興への取り組み 

•気仙地域の歴史的中心地 

•街道沿いに歴史的な街並みが形成されていた 

•市街地全体が壊滅的な被災 

•住民の多くは他地区や市外に分散して避難 

550世帯 → 10世帯 



住民の多くは他地区や市外に避難 

•小中学校などの避難所も全て被災 

•一夜を山中で過ごした住民は他地区へ避難 

•流失を免れたお堂に９世帯のみが留まった 

•被災しなかった１世帯を含め、１０世帯の被災生活 



仮設住宅も９世帯分のみ建設 

•応急仮設住宅の建設用地もままならない 

•そのため、地区に留まっている9世帯分のみ建設 

•１０世帯で自給自足の生活を開始 

•他地区に避難した人々は戻って来れるか？ 



自給自足の生活 



「けんか七夕」の実施 

•地域の伝統の「祭」を絶やさず実施 

•分散した住民が「祭」をきっかけに再会 

•「祭」を続けたいという気持ちが、 

 地域の復興の支えになるかもしれない 



集会所をつくる 

•みんなが集まり、復興を議論できる場をつくる 

•誰かに頼まず、自分たちでつくる 

•みんなのメッセージを入れたタイムカプセルにする 

•復興時に解体し、地域づくりへの思いを呼び起こす 



集会所をつくる 



集会所をつくる 



集会所をつくる 



集会所をつくる 



集会所をつくる 



自宅をつくる 



住宅地をつくる 





住宅地をつくる 



酒をつくる 

行政に頼らない 

住民によるまちづくりが進められている 



そして今：新たな住宅地の造成 



『今泉』：街全体が壊滅し、被災者は離散 

     被災地に留まった少数の住民による 

     新たな町おこし（暮らしの環境づくり） 

『広田』：中心部が壊滅的に被災 

     市街地構造の再編が求められ、住民 

     自らがそれを構想・推進 

『要谷』：被災は集落の一部 

     被災者の住宅を早期に再建すること 

     で地域コミュニティを維持 

三地区三様の復興への取り組み 

  




